
山 田寺 第 1次 の 調査

(昭和51年 4月 ～昭和51年12月 )

奈良県桜井市山田に所在する山田寺は,塔・金堂・講堂跡の上壇や礎石をよ

く残 し,昭和27年に特別史跡に指定された。昭和 50年3月 ,史跡指定地の国有

化が進み ,昭和51年度から,史跡整備のため伽藍中心部に数力年にわたる発掘

調査を実施することとなった。初年度は,残存する塔の上壇を中心に,中門・

東西回廊推定地を含む約 2700″ を発掘調査 した。その結果 ,塔の基壇規模 ,

基壇の築成状況 ,塔に至る参道 ,中門 ,西回廊などが明らかになった。塔の中

軸線は,国上方眼北に対 し北で約 1.5°西に傾いている。

なお ,山田寺伽藍配置復原図で ,金堂と講堂の間に北面回廊を通 したのは ,

金堂と講堂の間隔が塔と金堂の間隔に比べて大きいこと,飛鳥寺や法隆寺のよ

うに講堂が北面回廊の後方に建つ例があることなどの理由に基づ くが , 1つ の

試案であり,今後の調査によって明らかにしてぃきたい。

I 遺構の概要

〔塔〕 塔 SB005の基壇は一辺約

129陶 (43尺 )を測る方形土壇で ,

四辺の中央部に階段の跡である張 り

出し部を有する。礎石は心礎と四天

柱のうち西北隅のものだけが原位置

に残る。礎石の据え付け跡は,四天

柱のうち東南 。東北の 2カ 所 ,東側

柱列のうち北第 1。 第 2・ 第 3と 北

側柱列のうち西第 2にあたる位置,計

6カ 所で確認 した。これらの据え付

け跡から塔の平面規模が,3間 ×3

間で ,柱間は中央間 8尺 ,脇間 7尺
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山田寺伽藍配置復原図
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であることが判明した。

西北隅の四天柱礎石は,長径

162陶 ,短径 1.2η ,厚 さ058物

の安山岩製で,上面に径 1物 の

円柱座を作り出 している。東南

隅四天柱の据え付け痕跡には ,

花嵩岩礎石の底部破片が残って

おり,四天柱礎石は安山岩と花

嵩岩を併用 していることがわか

る。発掘以前から心礎位置に露

出 していた礎石は ,従来心礎か 塔心礎と礎石すえつけ穴 (南から)

と疑われてきたが ,基壇地下から心礎を検出したので動かされたものであるこ

とが判明した。この礎石は,長径 1.8狗,短径 145陶 ,厚 さ06物 の花詢岩製で ,

上面に径約 1物 の円柱座を作り出している。おそらく明治年間,心礎周辺の既

掘坑を埋めた際に四天柱礎石を転が したものと考えられる。

心礎は基増上面から 1躍地下にあり,花嵩岩製で,大 きさは南北径 172陶 ,

東西復原径約lS陶 ,厚 さ0.84η を測る。心礎上面は平滑に加工 し,中央部に舎

利孔がある。この舎利孔は2段に穿たれており,上段の直径は30俯 ,深 さ 3勁 ,

下段の直径は23御 ,深 さ15勁 を測り,底部は

椀状を呈する。内面には赤色顔料が附着 して

いた。上段は蓋を受けるためのものとみられる。

心礎下面には径約 1陶 の円柱座を,撃痕を

残す荒い仕上げで作 り出 している。この底部

の円柱座の解釈としては ,四天柱礎石として

用意 した礎石を,途中で予定変更 したものと

すれば,四天柱礎石推定の厚さ06～ 075η に

比べて厚すぎる点にやや難点があり,他 の場

所で使用された礎石を山田寺へ搬入 し,心礎 塔心礎
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として再利用 したとすれば ,円柱座に仕上げ加工が行われていない点に疑間が

残る。

基壇高は旧地表の瓦敷き面から四天柱礎石上面まで約1.8η の高さとなる。基

壇の外装は,花嵩岩の地覆石の一部と抜き取 り穴がよく残っていたが ,羽 目石

・葛石は残 っていない。ただし,基壇周辺からは凝灰岩の切石が多数検出され ,

それらの中には,縁に小さな段をつけて仕上げた石があり,羽 目石・葛石は漿

灰岩であったと見られる。

地覆石の大部分は抜き取られ ,花嵩岩の底部の風化象1落 した部分が上に附着

してその痕跡を留めるのみであったが ,塔基壇東側では,長 さ06η ,幅05η ,

高さ 044物 のほぼ全形をうかがえる地覆石が 1個残存 していた。上面には,羽

目石を立てる幅 8勁の四みを作り出 している。抜き取られた地覆石を復原する

と,幅 0.5η ,長 さ06～ 0.8物 ,高 さ0.4～05η のものが最も多い。概 して,基壇の

隅と階段部分に大型の石を使っている。

階段は幅 3陶 ,出が15η に復原できる。基壇の周囲には幅14物 の犬走りがめ

ぐっている。犬走りは縁石に雲母を含む砂岩系の黒い石を並べ ,縁石と基項の

間にも同質で縁石よりも小さな石を敷いている。縁石は塔の東半分が最もよく

残 っており,幅 0.3～ o.4陀 ,長 さ0.3～OB糊 の大 きさである。犬走りの縁石は,階

段の張り出 しの出と同一線上に捕っているので,犬走 りは基壇化粧当初の仕事

と考えられる。なお犬走りは階段前面にも設けられてぃるので,犬走りも階段

前面では張り出している。その大きさは,幅48～ 5解 ,出 0お～ 1陶 と,四方や

や不揃いである。階段前面の犬走り張り出し部分の石は,10M程 度の小さな縁

石と同質の石を使用 し,西狽1で は韓 ,南側では花満岩に一部変えている。また ,

この階段部分をめぐる犬走 りは,塔基壇の東西・南北中軸線に対 して正 しく左

右対称にならず ,塔基壇および階段の出にそろえて基壇を方形にめぐる当初の

犬走りに対 してやや時期的に遅れ ,後 に付加されたものと考えられる。

次に基壇の築成状況について述べる。まず整地上および地山を,基壇平面よ

りやや大きく南北 15陶 ,東西16η の方形に ,約 lη掬 り込み地業を行なう。東

側は 2段の掘り下げを行なう。東根I東端で約05陶 掘 り下げ,さ らに 2陶西へ行

-22-



った所で ,約 lη掘 り下げてい

る。 しか し,北・西・南側では

1段 にな っている。つぎに約 0。2

×02陶程の角礫を底に置 く。そ

の後約16糊 の厚 さに黄褐色粘質

土と灰色砂質上の山上を交互に

つきかためて版築する。この場

合 ,整地上より上の版築は ,掘

り込み地業より外側に出る部分

がある。

次いで心礎を入れる穴を掘り,心礎をすべり込ませる。南北断面では ,すべ

り込み穴の南北両璧が急傾斜 しているので,すべり込ませた方向は東 。西いず

れかの方向であろう。その後 ,心礎周辺を黄裾色粘質土と灰色砂質土の山上で

つきかためる。そ してさらに上約 1陶 ほど版築をおこなう。この上層の版築で

は ,下層の版築にみられる黄褐色粘質土と灰色砂質上のほか,灰色粘土と花嵩

岩の粉末が入っている。この版築をおこなう過程で ,心砕上面の周辺に根巻き

と思われる黄土色の粘土を置いている。この粘土は,心礎上面の厩掘坑によっ

て大部分が破壊されているので,全体の形状をうかがうことはできない し,法

輪寺塔で検出された添木の痕跡も認めることができなかった。 しか し,残存 し

ている部分では,版築上の各層とかみ合っており,北側ではH層 ,南側では 5

層の粘土ブロックを認めることができた。この粘土ブロックが根巻き粘土であ

るとすれば ,心柱を立てる時点は ,上半部分の版築を行なう以前となる。

なお,階段の張り出しは,基壊上を削り出して作っているが ,最初の版築土

を一度部分的に肖‖り取 り,新 たに黄褐色粘土を置いて突き固めている。この中

には,凝灰岩の粉末が提っており,こ の階段部分黄褐色粘上の突き固めの時点

には ,すでに塔の羽目石や蔦石および階段施設を作るために晩灰岩を持ち込ん

でいることがわかる。

〔参道・ 瓦敷き〕 塔の南狽↓で,塔 と中間を結ぶ参道 SX004を 検出 した。こ

調査地全景 (北東から)

一 路 ―



のな道は瓦敷きからなるもので幅 1.5駒(5尺 )を測る。瓦敷きの両端には人頭

大の花脇岩を並べて仕切 っている。

塔周辺では,瓦敷きを検出 した。瓦敷きの中には,平瓦が最も多 く,他に丸

瓦 。鴎尾 。単弁 8弁蓮華文軒丸瓦 。重弧文軒平瓦・極先瓦・英斗瓦などの瓦類

の他に,須恵器の大型の甕の破片など種々の材料を用いており,ま たそれらの

間に混 って土師器杯 ,甕 ,須恵器杯 ,蓋 ,瓶 など天平年間から奈良末の上器類

を検出 した。瓦敷きの範囲は,塔周辺を中心とし,発線区東北隅にも広がって

いるが ,ま た全 く瓦敷きの存在 しない場所もある。この瓦敷きの存在 しない範

囲について ,あ るいは建物跡かと疑われたが ,そのような痕跡は認めることが

できなかった。瓦敷きはおそらく地解舗装に関連 したものであろう。

瓦敷きの平瓦は ,凸面を磨り消 したもの,格子叩き目を有するもの,縄叩き

目を有するものなどがあり,凹面に「大 」のヘラ描き文字を持 ったものがある。

縄叩き目を有する瓦は比較的少ないが ,南北35× 東西 9陶 の範囲で縄叩き目の

瓦を置き,南北両偵1に格子叩きの瓦を置いた箇所がある。なお,塔の東側では ,

瓦敷きの中に直径30Mの 円筒土管を 1個埋め込んでいた。

〔中門〕 中門 SB003の推定位置では中門基壇の一部と掘立柱の柱穴 SX013

を ,桁行 4聞 ,梁行 1間分検出した。柱穴は ,桁行が11～14尺 の間で不揃いで

あること,柱穴の大きさに比べて柱 FHRが広いこと,伽藍中軸線上に中央の柱穴

があることなどから,中門建設のための足場穴ではないかと考えられる。

現在 ,基壇上の大部分と礎石はすべて失なわれているが ,過去において ,中

門推定地の東で 3個 ,西で 2個の礎石が掘り出されたとぃう。前述の柱穴を中

門の足場穴 として復原すれば,中間は桁行 3間 ,梁行 2間に復原でき,柱間は

桁行13尺 ,梁行約1コ尺前後となる。

以上のように,出 土 した柱穴を足場穴と解釈 したが ,こ う考えることに全 く

疑間がないわけではない。まず ,礎石および据え付け痕跡がすべて失なわれて

足場穴だけが残るだろうかという疑間があり,つ ぎに,塔から中 F弓へ向かう参

道の南端と,中門の足場穴検出BIと は lη 程の高底差をもっており,中門地区

が塔周辺とかってほぼ同じンベルであったとすれば ,足場穴は1.6η にも達する
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深さとなる。このような足場穴はまず考えられないので ,中 門地区は当初から

一段低い位置にあったと考えられよう。

この場合は,途中に階段施設を設定 しなければならないが ,該当する部分は ,

東西方向の近世～現代におよぶ 3時期の濤によって破壊されており,確かめる

手段がない。 しか し礎石の推定位置から中門北側の軒先を14尺程度と考えると ,

中門の軒先と参道の南端とは1う～ 2物 の余地があり,階段施設を設けるに充分

な広さを有 している。また,最 も西側で検出した 1個の掘立柱の柱穴を ,中門

西側の軒先に関連する足場穴とすれば ,西側の軒の出は 1〔尺 前後となる。こう

した点や南面回廊とのつながりを含めて ,な お検討を要する点が多々あるが ,

今回の調査の範囲では中門建設のための足場穴とするのが最も妥当であろう。

〔推定回廊跡 〕 塔跡の西側を走る道路の西は,塔周辺に比べて一段低 くな

っており,後世の水田造成と耕作による削平が著 しい。この推定西面回廊地区

では,塔の中心から約 375町 と 41,7η の位置でニカ所ずつ礎石落 し込み穴を検

出 した。これが西回廊 SC070に 関係するものとすれば,梁行約42η ,桁行約箭

ηの単廊が復原できる。

この西回廊の位置を伽藍中軸線によって

東に折りかえすと,東回廊 SC060の 位置は

現在の里道の東にあたる。これに隣接する

調査地区東端では瓦敷き上のバラス面から

多数の完形丸・平瓦が折 り重なるような状

態で出上 しており,東面の回廊をこの位置

に推定 して,ほ ぼ誤 りないものと思われる。

なお,中門から西側の南面回廊へ移行 ケ

る部分に ,近世の水路が検出されたが,そ

の中から 1個の花嵩岩製礎石が出上 した。

この礎石は ,径 063η の方座の上に径 049

陶の円柱座を造り出すもので,円柱座の両

側には,地覆座がある。これを中間の礎石

0            1M

水路出上の礎石実測図
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とすれば ,東西側柱中央の位置に比定できるが ,た だこの場合は 3方に地覆座

を持つのが普通である。こうした点を考慮に入れ ,こ こでは南面回廊の南側柱

の礎石と考えた方がよさそうである。

〔土羨・井戸 。その他〕 塔の南西方向で検出された土羨 SK006は ,南北

9糊 ,東西16η ,深さ1.lη を測る。土羨内からは,完形の軒丸瓦 2点を含む多

量の瓦 ,輪の羽日,鉄滓 ,手斧の削り暦 ,刀子の柄 ,7世紀後半の上師器・須

恵器などが出土 した。この土羨は出土遺物の内容および年代から,伽藍造営時

の廃棄物等を一括 して捨てた穴と考えられる。

SK401,SK402は ,径約 2紹 の不整形の上羨で ,深 さ1.2物 ,上羨内から遺物

は出上 していない。同じ性格の上羨は ,塔基壇たち割 りの際にも,整地土の下

から検出 した。これらは山田寺造営前のものであるが,性格は明らかにし難い。

中世の瓦溜 りSK201は ,東西約 6物 で ,南北長約 8陶分を検出したが ,北は

調査区外に広がる。土羨内からは多量の瓦とともに,瓦器片が出土 している。

SE230は 平面不整円形を呈する石組井戸であるが ,東側は道路下にまで延び

ている。南北径14η ,底面の内径 1陶 ,深 さ約 2糊 に達する。花開岩の乱石積

である。井戸内からは ,曲物の底板・陽物形木製品・瓦器椀・小皿・土師器小

皿 。青白磁合子片・瓦が出上 した。裏込めの上には13世紀の瓦器を含む。

SE23 1。 SE234は 周囲及び底を石組とする井戸である。 SE232は 平面が円形

で ,掘 り方は深さ17η に達 しているが,内側から,井戸枠などの施設は検出さ

れなかった。

SE233は 石組井戸で井戸底に曲物を 2重に入れ込む形式である。曲物の底に

は板石を敷 く。外側の曲物は,高 さが10勁で ,外径47勁 と,外径45出 の二つの

曲物を合わせ ,38カ 所に木釘を打ち接合 している。内側の曲物は,外径34勁 ,

高さ23翻 である。 SE233と SE234に は,井戸埋上に竹をさし込み,SE231の 底

からは瓦器が出土 している。 SD236は幅 3～ 5η の水路の跡であり,蛇行 しな

がら西流 している。この水路は中門建設以後で井戸 SE231を 作る以前に流れは

じめたものである。
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〔土層および塔廃絶の時期〕 塔の東側では,地山の上に直接瓦敷きが載っ

ているが ,塔の西側では03町 前後の整地 (褐色粘質土 )を行ない ,そ の上に瓦

敷きが載る。この瓦敷きの年代は,出土 した土器から天平年間～奈良末と判断

される。

瓦敷きの上には,バ ラス。瓦を含む暗灰色粘土のバラス層がある。このバラ

ス層からは,lC世紀の上師器が出上 している。発掘区東側では,こ のバラス層

の上から垂木や茅負などの建築部材が出上 した。この部材は,焼けた痕跡を全

くとどめておらず ,ま た,いずれも東回廊に近い位置から出土 しているので ,

東回廊に関連するものと思われる。おそらく,東回廊は ,10世紀頃に倒壊 した

のであろう。

その後 ,塔の東側では,暗青灰色粘土・青灰色粘土・灰褐色粗砂が堆積 した。

この上に,瓦・バラス・焼土を含む灰褐色粘質上が堆積 している。この焼土層

からは瓦器片が出上 しているが,量的に少な く,正確な年代を決めることはで

きない。 しかし,焼上が検出されることと瓦および樺仏に焼けた痕跡がみられ

ることから,塔は焼失 したとみられ ,そ の年代は瓦器の年代から12～ 13世紀頃

と考えられる。F扶桑略記』にみられる,治安 3(1023)年 に,藤原道長が山田寺

に立ち寄 った際 ,「 覧一堂塔_堂中以一奇偉_荘厳 」の記述と対比 して考える

と,こ の時点では東回廊は倒壊 していたが ,金堂及び塔は,ま だ残存 していた

とみることができよう。

I 遺物の概要

瓦縛類・金属製品・木製品 。土器類などがある。軒丸瓦は総数 2ュ 83点 で ,

1点の重圏文軒丸瓦を除き,他はすべていわゆる「 山田寺式 」の単弁 8弁連幸

文軒丸瓦である。この「 山田寺式 」軒丸瓦は,6種に分けられ,蓮子が 1+6

のもの (A・ BoC),蓮 子が 1+5の もの (DoE),蓮 子が 1+4の もの

(F)に 分けることができる。 Aは ,瓦当面径が最大で,弁 も長 くて幅が広い。
Bは ,中房が小さく,内 区と外区の間に 1童の圏線がめぐる。 Cは ,A・ Bに

比べると,中房が大きく,弁の長さに くらべると幅が広い。瓦当は厚 く,重厚

な作りである。 Eは ,Dに くらべると小形で,中房が小さい。 D・ Eぃずれも
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内区と外区の間に 1重の圏線がめぐる。 Fは ,最 も小形の瓦で,小 さな連子を

配 している。内区と外区の間は広 く,そ の間に 1重の圏線がめぐる。A～ Fぃ

ずれも外区に l」 4重の圏線をめぐらしている。出土点数は,A:341点 (207
%),B:476点 (28.8%),C:89点 (54%),D:703点 (43%),E:
2点 (0■ %),F:32点 (2%)で ,Dが最も多い。

多 くのものは瓦当と丸瓦部が景」離 しているが ,Bに は丸瓦部が接合する例があ

あり,玉縁を有 している。冗当面と丸瓦部の接合状況は ,斜めに切り落 した丸

瓦部端面に格子目の刻みを入れて接合するが,Cの中には瓦当裏面にも刻みを

入れるものがある。重圏文軒丸瓦は,6012型式で瓦当裏面に布目がある。

軒平瓦は大部分が重弧文で,四重弧文軒平瓦が 9割以上を占め ,二重弧文が

わずかに認められる。重弧文以外には ,奈良末の均整唐草文 (中心飾 り逆転 )

が出土 している。これら「 山田寺式 」軒丸瓦と重弧文軒平瓦は,胎土に砂粒を

多 く含み ,焼成は堅緻で,色調は暗灰色を呈するものが多い。

鴎尾は頭部片など,2個体分以上出土 している。全体の形は不明であるが ,

腹部片には単弁蓮華文様を重ねている。鬼瓦には単弁蓮華文 2種 ,奈良時代の

鬼面文 2種がある。蓮華文はA・ B2種 に分類できる。 Aは 大形で弁はシャー

プである(写真参照 )。 Bは Aよ りやや小形で (表紙カット参照 ),弁の盛り

あがりもAに 比べて薄い。 Bは ,ヘ

ラ削りによって弁の反転を強調 して

ぃる。また,Bの蓮子は,十文字の

割 り付けを行なった後 ,竹管をさし

込み,穴をあけ ,そ の中に粘土棒を

入れてぃる。 A・ Bいずれも両側下

端にくり込みがあり,降 り棟に使用

したと考えられる。鬼面文は,南都

七大寺系統の鼻が高 く,ど んぐり日

で ,眉の線鋸歯文と周辺の連珠文を

もつ鬼瓦 Aが 1個体と,眉 は平坦で 蓮華文鬼瓦A(縮尺 4分の 1)
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鋸歯文はな く,髪が上から下へ流れる鬼瓦 Bが

2個体が出上 している。後者は奈良末頃のもの

であろう。

極先瓦は ,釘孔の周囲に 6個 の連子が 1重に

めぐるAと ,5個の運子がめぐるB～ Dと があ

る。 Aは最も大形で ,弁 ,子葉 ,間弁ともに肉

太である。 Bは 弁のそり返 りが大きく,子葉も

太目で ,弁中央にシャープな稜が走る。 Cは A

・ Dに 比べて中房が大きく,弁が短かい。また

蓮子が突出 している。 Cは子葉中央に稜線の入

らないものCaと 稜線の走るものCbと がある。Cb

は彫り直 しであろう。 Dは ,Bに類似 している

が,Bよ り弁の反転が少なく,子葉も小さい。

出土点数はCbが最も多い。Aお よび Bの中には ,

中房から間弁へ移行する部分に, 2弁間隔をお

いて 4カ 所 ,焼成前の到りを行なうものがある。

Aに は側面に割り型によって製作されたと考え

られる甲張りを残す例がある。

韓仏は 6種

類出上 してい

る。独尊像博

仏は一辺約 3

物の方形で ,

最も小形であ
ゝ ″     D

る。 見事 な後   種先瓦 (縮尺5分の 1)

房を有 している。四尊連座博仏は,仏像の光

背・頭部の輸廓によって , 3種類に区別でき

る。十二尊連座輝仏は,最 も数が多 く,一体
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鬼面文鬼瓦B(縮尺 6分の 1)



の如来座像を横に 4列 3段 に配 している。釘孔は,中央の二尊の四隅に穿たれ

ているものが多く,焼成前に穿孔 している。釘は方形である。この十二尊連座

樽仏の大きさは,縦約20勁 ,横約15勁 になる。これは,「護国寺本諸寺縁起集』

にある,「 五重塔付銅板小仏,高五六寸,広四寸,右居不思議也 Jの 記述の寸

法とほぼ一致する。塔及び塔に隣接する地区に構仏が出上 している状況と,構

仏に金箔が押されあたかも銅製の如き感をいだかせるので,塔の壁に増仏がは



められた可能性がある。 しか し,韓仏の出土

は,量的に多 くなく,な お検討を要する。こ

の他に,大形の独尊坐像博仏の脚部の断片が

3片出土 している。

瓦類は ,こ の他 ,面戸瓦・英斗瓦・方形の

玉縁をもつ角瓦とでも呼ぶべきもの,用途不

明の瓦 ,文字瓦が出土 している。文字瓦は平

瓦凹面に,大のヘラ描きを有するものが多い。

金属製品では風招・金銅製飾金具・鉄製茅負隅留金具 。鉄釘などが出土 して

いる。風招は,金銅製のうすい板で ,奈良時代一般にみる両側の先端部が上に

はねあがる型式とは異なり,両側先端が下にたれている。これは長谷寺の「 銅

板法華説相図 」の多宝塔初重にみられる風招に最も類似 し,実物では摂津伊丹

廃寺例にやや似る。天武朝頃の遺物として ,奈良時代の風招に先行する型式と

考えられる。

木製品は ,塔東のバラス層に載る青灰色粘質土から出土 した建築部材 ,井戸

から出土 した曲物底板と陽物形木製品 ,SK006か ら出上 した手斧の削り居と工

具の柄がある。建築部材には垂木 ,瓦座をもつ茅負がある。垂木は断面円形で ,

直径11御 を測る。ただ し両端に釘孔があり,垂木を転用材にした可能性がある。

茅負は約 9勁の間隔を置いて ,幅27勁 の瓦繰 りがある。これらの建築部材に

は,焼けた痕跡は認められない。

上器は,SK006・ 瓦敷き面 。バラス層・焼土層・井戸から出上 したものにつ

いて述べる。 SK006か らは土師器杯AI・ BoC・ 鍋 B・ 須恵器杯AⅣ・B・ 瓶・

風招 (黒ぬりは鍍金の残存部分)

瓦座を有する茅負 (縮尺11分の 1)
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甕などが出上 した。この上羨出上の上器には 6世紀初頭の須恵器杯 。蓋を 2例

含むが ,他は 7世紀の上器で,藤原官の段階よりやや古式の様相を呈 しており,

670～ 690年の間に位置づけられる。瓦敷き面からは土師器杯 A・ 甕A・ 須恵

器杯 。蓋A・ 瓶・甕などが出上 した。蓋Aは ,SK006と 同一時期であるが ,他

は平城宮のSK820出土土器やSK870に 類似した特徴をもち,750～ 780年頃に

位置づけられる。バラス層は,塔西側では攪乱状態であったが ,塔東側では土

師器杯 Cが出上 した。10世紀代に位置づけられる。焼土層からは,瓦器・土師

器が出土 したが ,いずれも破片で,正確な年代を決めることはできない。井戸

出上の上器は,瓦器婉・土師器杯である。瓦器は 2例をのぞけば ,白石太一郎

氏編年の第Ⅲ段階初頭の第 7型式 ,ほ ぼlC世紀前半に相当する。

今回の調査によって ,塔 の規模 。中門および回廊の位置を明らかに し,ほぼ

当初の目的を達成することができた。また塔を含む伽藍造営の際の廃棄物を捨

てた土羨から,造営の年代の一端を明らかに し,塔焼失の年代についても,大

体の輪廓をつかむことができた。なお心礎については,模型を複製 し,南面回

廊に関連があると推定 した礎石とともに,飛鳥資料館に展示 してある。

~7
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山田寺出土土器実測図 (縮尺 4分の 1)


